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元
の
所
有
者
、
秋
岡
家
は
、｢

鉛
屋｣

を
屋
号
と
し
た
旧
尼
崎
城
下

中
在
家
町（１
）の
商
家
で
、
近
世
に
は
醤
油
醸
造
や
酒
造
業
な
ど
を
営
ん

で
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
秋
岡
家
の
人
物
と
し
て
は
、『
尼
崎
市
史
』

第
三
巻
（
以
下
「
市
史
三
巻
」
と
略
称
）
所
載
の
「
表
51
尼
崎
町
の
地

主
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
一
例｣

に
秋
岡
治
郎
作
の
名
が
見
え
て
い
る
。

　

こ
の
治
郎
作
は
、
昭
和
初
期
ま
で
の
尼
崎
の
著
名
人
を
取
り
上
げ

た
『
尼
崎
今
昔
物
語
』 (
昭
和
一
二
年
刊)

に
も
登
場
す
る
。
同
書
に

よ
れ
ば
、
治
郎
作
の
子
供
は
三
男
一
女
だ
っ
た
よ
う
で
、
記
述
か

ら
す
る
と
家
業
を
継
い
だ
の
は
三
男｢
政
さ
ん｣

で
、
こ
の
人
物

が
琴
秋
閣
の
寄
贈
者
政
治
郎
だ
ろ
う（２
）。「
一
女
」
に
あ
た
る
女
性

の
名
は｢

お
つ
る
さ
ん｣

、
彼
女
が
伝
え
た
文
書
類
は
「
秋
岡
つ

る
氏
旧
蔵
文
書
」
と
し
て
史
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

一
、「
下
張
り｣

か
ら
得
ら
れ
た
史
料
類

　

下
張
り
剥
が
し
か
ら
得
ら
れ
た
史
料
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。

　

周
知
の
通
り
、
襖
の
下
張
り
に
は
雑
多
な
反
故
紙
が
使
わ
れ

る
。
琴
秋
閣
の
場
合
で
も
大
部
を
占
め
る
の
は
反
物
類
を
販
売
し

た
大
福
帳
を
解
体
し
た
状
態
の
各
葉
で
、
表
紙
部
分
を
欠
く
こ
と

も
あ
り
出
所
は
不
明
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
、
襖
が
作
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
「
明
治
中
期（３
）

｣

の
様
子
を
描
き
出
せ
そ
う
な
史
料
は
極

め
て
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
明
ら
か
に
秋
岡
家
を
出
所
と
す
る
も

の
、
或
い
は
当
時
の
社
会
の
様
子
を
伺
う
こ
と
が
出
来
そ
う
な
も

の
は
取
り
上
げ
る
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
以
下
の
よ
う

な
史
料
類
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
元
の
順
序
が
不
明
な
う
え
に
欠
損
が
あ

り
、
限
ら
れ
た
分
析
に
成
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

(

ア
）｢

秋
岡｣

名
の
表
紙
が
残
っ
て
い
て
、
そ
の
帳
票
を
構
成

す
る
と
思
わ
れ
る
紙
片
も
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
も
の
。

○
「
明（

一
八
九
二
）

治
二
五
年　

秋
岡
本
店
小
作
取
立
名
前
附
帳
」
―
秋
岡

家
の
小
作
料
収
納
記
録

史
料
番
号
【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
20
】
ほ
か（
４
）



尼崎市立地域研究史料館紀要『地域史研究』45

○
「
明
治
九
年　

本
秋
岡
店
濱
借
家
貸
賃
覚
日
記
」

     
―
秋
岡
家
貸
家
の
家
賃
収
納
記
録

【
琴
９
―
５
―
12
―
２
】
ほ
か

○｢

明
治
廿
壱
年
九
月　

本
秋
岡　

教
治
殿
十
三
回
忌
ニ
付
大

座
敷
御
膳
并
ニ
仏
道
具
買
入
記｣

【
琴
９
―
５
―
14—

３
】
ほ
か

(

イ)

表
紙
は
未
発
見
で
出
所
不
明
だ
が
、
類
似
内
容
の
紙
片
が

あ
る
程
度
見
ら
れ
、
内
容
か
ら
当
時
の
金
融
事
情
の
一
端
を
示

す
と
思
わ
れ
る
も
の
。

○
「
貸
付
記
録
類
」

【
琴
７
―
１
―
３
】
ほ
か 

　

な
お
、
こ
の
貸
付
記
録
類
の
原
形
は
小
横
帳
、
横
帳
の
半

分
の
大
き
さ
。
手
控
え
的
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
今
の
と
こ

ろ
出
所
未
詳
だ
が
、
秋
岡
家
の
文
書
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
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(
ウ)

次
の
三
点
は
、
表
紙
が
あ
り
、
そ
れ
を
構
成
す
る
紙
片
も

見
ら
れ
る
が｢

秋
岡｣

の
家
名
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
日
常
生
活

関
係
の
断
片
で
あ
る
。 

○
「
金
銭
日
換
肝
要
仕
払
帳
」（
明
治
二
一
年
）

　
　
　
【
琴
９
―
５
―
９
―
２
】

○
「
生
魚
通
い
」【
琴
８
―
６
―
18
―
２
】

○
「
乾
物
□
魚
通
帳
」（
明
治
三
二
年
、
西
本
町
四
丁
目
上
村
清
助
店
）

　
　
【
琴
３
―
２
ウ
ラ
１
―
05
】

　

以
上
の
ほ
か
、
賃
金
の
支
払
記
録
な
ど
も
あ
る
が
、(

ウ)

と

同
様
に
紙
数
が
僅
少
だ
っ
た
り
断
片
的
だ
っ
た
り
で
、
ま
と
ま
っ

た
分
析
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は(

ア)

の｢

明

治
二
五
年　

秋
岡
本
店
小
作
取
立
名
前
附
帳｣

(
以
下
、｢

附
帳｣

と
略
称)

と｢

明
治
九
年　

本
秋
岡
店
濱
借
家
貸
賃
覚
日
記｣

(

以

下
、｢

家
賃
覚｣

と
略
称)

、
並
び
に(

イ)

の
「
貸
付
記
録
類
」（
以

下
、｢

貸
付
覚｣

と
略
称)

の
三
群
の
史
料
に
よ
り
秋
岡
家
の
経
営

の
一
端
や
当
時
の
市
中
金
融
の
一
面
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た

い
。｢

附
帳｣

と｢

家
賃
覚｣

は
秋
岡
家
が
小
作
地
経
営
を
行
い
、

貸
家
も
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、｢

貸

付
覚｣

は
明
治
中
期
の
金
融
の
一
面
を
語
っ
て
く
れ
る
。

二
、
秋
岡
家
の
小
作
地
経
営

　
「
市
史
三
巻
」
所
載
の
「
表
51　

尼
崎
町
の
地
主=

ブ
ル
ジ
ョ

ワ
の
一
例｣

か
ら
は
、
秋
岡
治
郎
作
が
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）

に
は
三
地
区(

本
庁･

小
田･

園
田)

に
一
、二
五
二
畝
の
耕･

宅

地
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る(

別
に
市
街
地
に
宅
地
一
、

八
二
八
坪
を
所
有)

。「
附
帳
」
は
秋
岡
家
の
小
作
地
経
営
の
規
模

や
個
々
の
小
作
料
に
関
す
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。　

　〈
史
料
の
概
要
〉

  ｢

附
帳｣

を
構
成
す
る
と
思
わ
れ
る
史
料
は
表
紙
を
含
め
全

一
四
枚
で
、
各
葉
の
記
事
に
は
少
し
ず
つ
差
異
が
見
ら
れ
る
。
先

ず
、
経
営
規
模
を
探
っ
て
見
よ
う
。
利
用
可
能
な
史
料
を
以
下
に

掲
げ
る
。

(

１)

【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
08
】
に
は
秋
岡
家
の
小
作
米
収
納
高
で
あ

る
「
入
小
作
米
惣
髙
合
計
」
が
記
さ
れ
、
惣
高
の
後
に
収
納
日

ご
と
の
請
取
高
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
弐
拾
五
年
度 

入
小
作
米   

惣
髙
合
計

弐
陌
八
拾
弐
石
七
斗
五
升
四
合
壱
勺
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一
二
月
二
日米 

四
俵     　
　
　
　
　
　

請
取

但
シ
四
斗
入

   
此
枡
壱
石
六
斗                

　
　

(

以
下 
略)

（
２
）【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
03
】
に
は
若な
こ
う
じ

王
寺
村
に
お
け
る
小
作
米
惣

高
と
収
納
日
ご
と
の
請
取
高
の
記
載
が
続
く
。

若
王
寺
村

一 

小
作
米
惣
髙
計  

六
拾
弐
石
四
斗
六
升
九
合

           

内

弐
拾
五
年
第
拾
一
月
四
日

一 

米 

拾
五
俵     　
　
　
　

請
取

　
　
　
　

但
シ
四
斗
入

       

此
枡
六
石                  

　
　

(

以
下 

略)

（
３
） 

同
様
に
村
ご
と
の
小
作
米
惣
高
と
収
納
日
ご
と
の
請
取
高

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
紙
片
は
、
若
王
寺
村
の
ほ
か
下し
も
さ
か
べ

坂
部
・
冨と

松ま
つ

両
村
の
も
の
が
あ
り
、
以
上
の
三
点
に
よ
り
秋
岡
家
の
小
作

地
経
営
の
規
模
が
検
討
可
能
と
思
わ
れ
る
。

【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
19
】

明
治
弐
拾
五
年
度
下
坂
部
村
分

小
作
米

合
計
五
拾
四
石
壱
斗
壱
升
四
合     

　

  (

以
下 

略)

　
　
　
　
　

冨
松
村

弐
拾
五
年
度
分　

小
作
米
惣
髙
計

是
□
□
□
分　

壱
陌
〇
四
石
八
斗
〇
弐
合
壱
勺

引
□
改 

六
拾
弐
石
九
斗
〇
五
合
六
勺      

      (

以
下 

略)

〈
小
作
地
経
営
の
規
模
を
考
え
る
―
小
作
米
収
納
高
〉

　

検
討
の
視
点
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
既
知
の
知
見
と
の
照
合
、

今
一
つ
は
（
１
）
の
小
作
米
収
納
総
高
と
村
ご
と
の
収
納
高
記
録

と
の
整
合
性
で
あ
る
。

　

先
ず
既
知
の
知
見
と
し
て
は
、
前
出
の
表
「
尼
崎
町
の
地
主=

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
一
例
」
に
秋
岡
家
は
明
治
二
一
年
時
点
で
市
街
地

以
外
に
一
、二
五
二
畝
（
一
二
五
反
二
畝
）
の
耕
地･

宅
地
を
所
有

し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、｢

附
帳｣

で
は
明
治

二
五
年
度
の
小
作
米
収
納
総
高
は
二
八
二･

七
石
強
と
記
さ
れ
て

い
る
。
反
当
り
の
宛
米(

小
作
料)

を
一･

四
一
石
と
す
れ
ば
（
５
）小

作
地
面
積
は
約
二
〇
〇
反
と
計
算
さ
れ
、
こ
の
値
は
明
治
二
一
年
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調
査
の
数
字
を
七
五
反
強
上
回
る
。
両
者
の
違
い
を
ど
う
考
え
れ

ば
良
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
に
は
年
次
の
違
い
と
小
作
地
内
訳
の
相
違
と
の
二
つ
の
理

由
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、｢

附
帳
」
は
四
年
程
新
し
い
数
字
だ

が
四
か
年
で
六
〇
％
の
面
積
増
は
い
か
に
も
過
大
な
の
で
、
小
作

地
内
訳
の
相
違
に
絞
っ
て
考
え
て
み
る
。
即
ち
二
一
年
調
査
の
範

囲
は
い
わ
ゆ
る
本
庁･
小
田･
園
田
の
三
地
区
の
村
々
で
あ
る
。

一
方
の
「
附
帳
」
に
現
れ
る
村
名
中
、
二
一
年
調
査
に
含
ま
れ
る

の
は
下
坂
部
村
（
小
田
地
区
内
）、
若
王
子
村
（
園
田
地
区
内
）、
の

二
か
村
に
過
ぎ
ず
、【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
19
】
の
冨
松
村
が
東
冨
松

村
で
あ
れ
ば
立
花
地
区
に
、
西
冨
松
村
で
あ
れ
ば
武
庫
地
区
に
属

し
て
い
て
、
両
村
と
も
二
一
年
調
査
の
域
外
で
あ
る
。
こ
れ
を
考

慮
す
る
と
二
一
年
の
数
字
に
は
少
な
く
と
も
冨
松
村
の
一
〇
四･

八
石
（
或
は｢

改
メ
六
二･

九
石｣

）
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
と

す
れ
ば
、
こ
の
石
高
は
約
七
四
反(

或
は
四
五
反)

に
相
当
す
る
の

で
二
一
年
調
査
と｢

附
帳｣

の
差
を
埋
め
得
る
数
字
で
あ
る
。

　

次
に
、｢

附
帳｣

の
村
ご
と
の
小
作
料
と
小
作
米
収
納
合
計

二
八
二･

七
石
強
の
整
合
性
を
調
べ
て
み
よ
う
。
前
述
の
通
り

下
坂
部
村
分
は
五
四･

一
一
四
石
、
若
王
子
村
の
惣
高
は
六
二･

四
六
九
石
、
冨
松
村
の
惣
高
は
一
〇
四･

八
〇
二
一
石
（
改 

六
二

･

九
〇
五
六
石
）、
だ
っ
た
。
三
か
村
の
計
は
二
二
一･

四
石
弱
と

な
り
、
惣
高
合
計
の
二
八
二･

七
石
強
を
約
六
一
石
余
下
回
る
。

で
は
、
三
地
区
以
外
の
村
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

即
ち
、
次
の
よ
う
に
若
王
寺
村
小
作
米
惣
高
記
載
に
続
い
て
下

食
満
村
の
宇
保
重
三
郎
が
小
作
米
一
九
石
弱
を
納
め
て
い
る
記
載

が
見
ら
れ
る
。

【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
10
】

若
王
子
村

一
田
畑
分
四
町
六
反
弐
拾
七
歩

明
治
弐
拾
五
年
度
分
若
王
子
村

小
作
米  

合
計
六
拾
弐
石
四
斗
六
升
九
合  

                             　

     

宇

下
食
満
村

保
重
三
郎

一 

田
壱
町
六
反
〇
〇
六
歩

 

石此
小
作
米
拾
八
石
九
斗
六
升
九
合

        

内

一
十
二
月
弐
拾
日

米
五
俵    　
　
　
　
　

  

常
次
郎
よ
り

   
卅
弐
俵

　

外
ニ
四
斗
入
壱
俵
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此
桝
拾
八
石
九
斗               　
　
　

 

受
取

  
差
引
六
升
九
合         

二
五
年
度
不
足

                         

廿
七
年
度
□
廻
し

　

下
食
満
村
は
園
田
地
区
所
属
の
村
な
の
で
先
の
三
か
村
計
の

二
二
一
石
に
加
え
る
と
二
四
〇
石
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
村
高
の

積
算
を
試
み
る
と
、
な
お
欠
け
た
部
分
の
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
例
え
ば
【
３
―
３
ウ
ラ
―
10
】
に
書
か
れ
た
東
冨
松
村
の
笹
部

卯
之
助
分
四
二･

四
石（６
）に
つ
い
て
、
こ
れ
を
先
の
冨
松
村
の
外
数

と
し
て
村
ご
と
の
収
納
高
に
加
え
る
と
合
計
二
八
二
石
強
と
な

り
、
秋
岡
家
の
小
作
米
収
納
合
計
二
八
二･
七
石
強
に
近
似
す

る
。
数
合
わ
せ
的
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
試
算
の
可
能
性
は
残
る
と

思
っ
て
い
る
。

【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
10
】      

                                                

笹

東
冨
松
村
部
卯
之
助

一 

田

   

石

　

此
小
作
米
四
拾
弐
石
四
斗

            

内

   

一
二
十
五
年
一
二
月
廿
四
日

 

米
五
拾
五
俵      　
　
　
　
　
　
　
　

     

請
取

　
　
　
　
　

   

但
シ
四
斗
入

        

此
桝
弐
拾
弐
石

   

一
十
二
月
廿
五
日

 

米 

壱
俵　
　
　

                               

請
取

　
　
　
　

  

但
シ
四
斗
入

        

此
桝
四
斗

  

〆
弐
拾
石
四
斗      

皆
請
取

            

内

      

米
八
升
四
合         

二
十
四
年
欠
米
引

   

差
引
弐
拾
弐
石
三
斗
壱
升
六
合

〈
小
作
地
経
営
の
規
模
を
考
え
る
―
小
作
料
収
入
高
〉

　

で
は
、
こ
の
小
作
米
の
収
納
が
ど
れ
程
の
現
金
収
入
に
な
っ
た

の
か
。「
市
史
三
巻
」
の
「
表
90

　

米
・
菜
種
の
販
売
価
格
」
に
あ

る
明
治
二
五
年
の
米
価
六･

五
〇

円
／
石
を
適
用
す
る
と
二
八
二

･

七
石
×
六･

五
〇
円
＝
一
、

八
七
〇
円
、
純
収
益
は
、
担
税

率
を
大
西
村
浅
尾
家
の
例(

表

１)

と
同
等
の
六
八
％
と
す
れ
ば

五
九
八･

四
円
と
計
算
さ
れ
る
。

 表１　明治 20 年大西村浅尾家の         
　       農業経営収益
小作地 430 畝

　小作米 (47.2 石 ) 243.48 円

　公課 165.37 円

　純収益 78.11 円
　　担税率 
　　( 公課 / 小作収入 ) 67.90%

(「市史三巻」 p.206 表 48 より )
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因
み
に
当
時
の
高
等
文
官
初
任
給
は
年
六
〇
〇
円
（
本
給
の
み
）

で
あ
っ
た
（
付
表
３
参
照
）。

(
補
足)　
「
市
史
七
巻
」(

六
一
二
頁)

｢

明
治
二
二
年
度
尼
崎
町

町
費
収
入
予
算
第
一
次
原
案･

同
説
明
書｣

に
よ
れ
ば
同
年
度

の
町
費
収
入
予
算
は
二
、〇
二
〇
円
強
で
、
年
次
の
違
い
は
あ
る

が
秋
岡
家
の
小
作
料
収
入
は
尼
崎
町
の
町
費
収
入
に
迫
る
額
で

あ
る
。

〈
反
当
た
り
小
作
料
と
小
作
人
の
収
入
を
考
え
る
〉

　

小
作
地
面
積
と
小
作
米
高
が
記
さ
れ
て
い
る
例
が
二
九
あ
っ

た(

デ
ー
タ
一
覧
は
付
表
１
を
参
照)

。
そ
の
記
載
例
は
次
の
と
お
り

で
地
番
と
小
作
面
積
が
記
さ
れ
、
ま
た
地
番
を
欠
き
面
積
だ
け
の

も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
反
当
た
り
の
宛
米
高
（
小
作
料
）

が
計
算
出
来
る
。

【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
17
】

              　
　
　
　

冨
松
村
小
作
人  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
本
竹
蔵

一
二
百
八
拾
六
番
字
上
ノ
フ
ケ

  

田
壱
反
六
畝
弐
拾
七
歩

      

石
六
斗
宛

   

此
小
作
米
弐
石
七
斗
四
合

一
百
八
拾
八
番
字
押
ヒ
ツ

  

田
九
畝
拾
八
歩

      

石
五
斗
五
升
宛

   

此
小
作
米
壱
石
四
斗
八
升
八
合

   

合
計
四
石
壱
斗
九
升
弐
合          

(

以
下 

略)

　

即
ち
、
二
九
例
の
小
作
地
は
合
計
一
六
九
反
、
小
作
米
は
計
二

三
八
石
で
小
作
料
平
均
は
一･

四
一
石
／
反
と
な
る
。
で
は
小
作

人
の
手
取
は
ど
う
推
計
出
来
よ
う
か
。

　

 ｢

附
帳｣

で
は
下
坂
部
村
で
池
田･

赤
松
の
両
名
が
三･

九
八

反
を
小
作
し
、
宛
米
五･

三
七
二
石
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
宛
米
率
は
一･

三
五
石
／
反
、
以
下
で
は
こ
れ
を
仮
に
平

年
的
な
値
と
し
て
計
算
し
て
み
る
。

　
「
明
治
一
四
年 

下
坂
部
村
麦
・
稲
作
概
算
」
を
利
用
す
れ
ば
、

下
坂
部
村
の
米
の
反
当
り
収
穫
高
は
一･

九
石
で
あ
る（７
）。
二
人
の

宛
米
率
は
一･

三
五
石
／
反
な
の
で
、
差
し
引
き
し
て
手
取
り
は

〇･
五
五
石
／
反
と
な
り
、
三･

九
八
反
の
小
作
地
か
ら
の
総
手

取
り
高
は
約
二･

一
九
石
と
な
る
。
一
石
当
り
の
販
売
価
額
を
前

出
「
概
算
」
中
の
早
稲
・
晩
稲
並
み
に
八･

五
円
／
石
と
す
れ
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ば
、
二･

一
九
石
余
は
金
額
換
算
で
一
八･

六
二
円
で
あ
る
。

【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
18
】                

  　
　
　
　
　
　
　

下
阪
（
マ
マ
）部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
徳
助 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
松
作
兵
衛

一  

田
三
反
九
畝
弐
拾
四
歩

　

石
三
斗
五
升

　

此
小
作
米
五
石
三
斗
七
升
弐
合

　

こ
れ
に
米
作
以
外
の
作
物
収
入
を
加
味
し
て
み
よ
う
。
当
時
、

こ
の
地
域
の
裏
作
と
し
て
は
菜
種
栽
培
が
な
お
盛
ん
だ
っ
た
の

で
、
池
田
・
赤
松
も
三･

九
八
反
の
小
作
地
で
菜
種
栽
培
を
し
て

い
た
と
仮
定
し
、
収
量
、
売
値
は
明
治
一
九
年
猪
名
寺
村
西
沢
家

の
数
値
に
拠
る（８
）。
す
な
わ
ち
、
西
沢
家
の
場
合
の
収
量
は
約
〇･

一
石
／
畝
な
の
で
二
人
の
三
九･

八
畝
の
耕
地
か
ら
は
三･

九
八

石
の
収
穫
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
米
同
様
に
七
〇
％
を
納
め

た
と
し
て
手
取
り
は
約
一･

一
九
石
、
売
値
を
西
沢
家
と
同
じ
四

･

五
円
／
石
と
し
て
収
入
は
五･

三
六
円
と
推
計
さ
れ
、
米
・
菜

種
収
入
の
合
計
は
約
二
三･

九
八
円
と
な
る
。

（
補
足
）
二
四
円
が
両
名
の
実
収
入
総
て
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

自
作
地
も
あ
り
得
る
し
、
費
用
面
で
は
肥
料
や
害
虫
駆
除
、
或

い
は
種
籾
改
良
の
負
担
を
巡
っ
て
地
主･

小
作
人
間
で
係
争
が

あ
っ
た
問
題
も
あ
る
。

三
、
車
力
賃
の
貸
付
け

　

次
の
「
車
力
賃
銭
渡
」
は
「
附
帳
」
と
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
作
米
を
運
搬
す
る
車
力
（
運
搬
業
者
）

に
支
払
う
料
金
を
地
主
が
立
て
替
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

月
日
、
立
て
替
え
た
小
作
人
名
、
米
の
運
搬
数
量
、
運
搬
賃
単

価
、
車
賃
＝
車
力
へ
の
支
払
い
額
、
が
記
さ
れ
、
立
て
替
え
料
金

は
小
作
米
に
上
積
み
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

【
琴
３
―
３
ウ
ラ
―
04
】

車
力
賃
銭
渡  　
　
　

　
　
　

日
記
之
部

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
次
郎
え

一明治
弐
拾
五
年
拾
弐
月
三
日
渡

 

若
王
寺
米
弐
拾
石  

　

  
壱
石
ニ
付
七
銭
替  

     
此
車
賃
金
壱
円
四
拾
銭

   (

中
略)
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一
明
治
弐
拾
六
年
第
二
月
八
日

 

冨
松
米
六
拾
四
石
一
斗
七
升
七
勺

     

壱
石
ニ
付
七
銭
宛  

     
此
車
賃
四
円
四
拾
九
銭
弐
厘

         　
    

内
       

金
四
円    

廿
五
年
十
二
月
十
六
日

               　
  

廿
五
年
度
石
髙
え
か
し    

   (

以
下
、 

略)

四
、
借
家
経
営

〈
史
料
の
概
要
〉

　

｢

家
貸
覚｣

は
表
紙
を
含
め
一
〇
枚
が
確
認
さ
れ
る
。
中
に
は

横
帳
料
紙
の
半
分
以
下
サ
イ
ズ
の
断
簡
も
あ
る
な
ど
、
一
貫
し
た

読
み
取
り
は
困
難
だ
が
、
当
時
の
家
賃
水
準
が
読
み
取
れ
る
も
の

で
あ
る
。
表
紙
の
記
載
を
左
に
示
す
。

明
治
九
年
子
第
八
月
吉
日 　
　

  

本
秋
岡
店

 

濱
借
家
貸
賃
覚
日

       

西
中
東
三
軒    　
　
　
　

中
支
配
人

野
藤
右
衛
門

　

旧
城
下
の
中
在
家
町
に
は
濱
丁
筋
、
濱
筋
、
大
濱
筋
と
名
付
け

ら
れ
た
横
丁
が
あ
る
。「
濱
借
家
」
の
所
在
地
は
中
在
家
町
四
丁

目
の
「
本
秋
岡
店
」
か
ら
近
い
中
在
家
町
の
こ
の
辺
り
と
考
え
る

の
が
自
然
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
三
軒
の
貸
家
を
所
有
し
、
支
配
人

（
管
理
人
）
は
中
野
藤
右
衛
門
。
表
紙
以
外
の
史
料
に
は
例
え
ば
次

の
と
お
り
借
用
人
、
請
人(

保
証
人)

、
家
賃
、
収
納
実
績
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

【
９
―
５
―
11
―
２
②
】

　

中
家    　
　
　

  　
　

嶋
借
用
人田
し
な

                              

岡
請
人
部
権
四
郎

   

家
賃
之
定
メ

   

壱
ヶ
月
三
拾
五
銭
極
メ 

      (

中
略)

   

明
治
九
年
八
月
ヨ
リ

    　
　

 (

以
下
、
毎
月
の
収
納
記
録
省
略)

　

一
か
月
の
家
賃
は｢

東｣

と｢

西｣

が
四
〇
銭
、｢

中｣

が
三

五
銭
で
あ
る
。
こ
の
水
準
の
目
安
と
し
て
尼
崎
築
地
町
の
借
家
賃

の
分
析（９
）を
借
り
る
と
、
そ
の
借
家
で
は
明
治
二
年
の
月
払
い
家

賃
は
一
、
〇
〇
〇
～
一
、
九
〇
〇
文
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治

二
年
五
月
六
日
の
大
坂
金
銀
銭
相
場
一
円
＝
一
両=

 

八
、
六
五

〇
文
（
（1
（

で
換
算
す
れ
ば
一
六
～
二
二
銭
と
な
り
、
秋
岡
家
の
場
合
は

ほ
ぼ
二
倍
の
家
賃
で
あ
る
。
両
者
に
七
年
の
違
い
が
あ
る
の
で
一
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概
に
言
え
な
い
が
、
幕
末
以
来
の
イ
ン
フ
レ
も
考
え
れ
ば
明
治
九

年
の
秋
岡
家
の
家
賃
は
築
地
町
の
例
の
近
傍
と
言
え
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
間
取
り
や
立
地
条
件
な
ど
が
異
な
る
の
で
単
純
な

比
較
は
難
し
い
。
分
析
対
象
と
な
っ
た
築
地
町
の
借
家
は
お
お
む

ね
間
口
一
間
半
～
三
間
、
奥
行
四
間
程
度
だ
っ
た
よ
う
で
、
所
在

地
の
築
地
町
は
秋
岡
家
の｢
濱
借
家｣

が
あ
っ
た
中
在
家
町
の
東

隣
で
あ
る
。

〈
家
賃
と
当
時
の
所
得
と
の
比
較
〉

　

次
に
、
家
賃
と
当
時
の
所
得
と
の
関

係
を
見
よ
う
。
都
市
生
活
者
の
場
合
を

考
え
て
見
る
。「
市
史
三
巻
」
に
は
当

時
勃
興
し
て
い
た
燐
寸
製
造
・
紡
績
業

の
賃
金
も
掲
載
さ
れ
て
い
る(

三
一
六

頁 

表
84)

が
、
こ
れ
ら
の
被
用
者
は
若

年
や
女
子
が
中
心
な
の
で
参
照
に
は
不

適
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
朝
日
文
庫
『
値
段

の
風
俗
史
』 (

昭
和
六
二
年
、
朝
日
新
聞

社)

所
載
の
日
雇
労
働
者
の
日
給
や
大
工
の
手
間
賃
を
利
用
し
て

み
る
。

   

い
ず
れ
も
全
国
や
東
京
の
平
均
値
だ
が
、
日
雇
賃
金
や
大
工
の

手
間
賃
は
、
尼
崎
に
於
い
て
も
都
市
生
活
者
の
所
得
を
あ
る
程
度

反
映
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
月
収
は
表
２
の
通
り
四
～

九
円(

一
月
に
つ
き
二
〇
日
は
仕
事
が
あ
る
と
仮
定)

で
、
こ
れ
な
ら

家
賃
を
払
っ
て
も
余
裕
あ
る
家
計
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

五
、｢

貸
付
覚｣

か
ら
見
え
る
こ
と

  

先
ず
出
所
に
つ
い
て
、
既
述
の
通
り
表
紙
部
分
を
欠
く
の
で
不

明
だ
が
、
借
り
手
に
旧
尼
崎
藩
士
の
名
や
藩
領
、
或
い
は
尼
崎
町

の
近
隣
居
住
者
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
（
付
表
２
参
照
）、
金
銭
貸

借
と
言
う
機
微
に
わ
た
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
他
家

の
反
故
で
は
な
く
、
秋
岡
家
の
用
済
み
帳
票
と
考
え
て
い
る
。
記

載
ぶ
り
は
次
に
示
す
。

　

即
ち
、【
琴
７
―
１
―
12
】
の
と
お
り
、
半
紙
を
四
つ
折
り
に
し

て
綴
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
各
面
に
借
用
人
、
貸
付
年
月
日
、
月

利
、
利
払
い
の
記
録
、
等
が
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
綴
じ
を
解

体
し
て
下
張
り
に
さ
れ
て
い
た
た
め
、
年
月
の
先
後
関
係
な
ど
を

     表 2　日雇い・大工の収入

職          業
月    収

( 稼働日数 )
日雇い労働 ( 明治 13 ) ４円 20 銭

　( 全国平均 21 銭 / 日 ) ( 20 日分 )
大工の手間賃 ( 明治 10 )     ９円
　　 ( 東京 45 銭 / 日 ) ( 20 日分 )

『値段の風俗史』（朝日文庫、昭和 62 年）より
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含
め
、
記
事
相
互
の
連
続
性
は
不
明
で
あ
る
。

(
補
足)　

元
は
半
紙
四
つ
折
り
大
の
帳
面
な
の
で
、
史
料
一
枚

に
四
頁
分
の
記
載
が
可
能
。
表
記
上｢

天｣

の
側
の
見
開
き
を

第
一
面･
第
二
面
、｢

地｣

の
側
を
第
三･

四
面
と
す
れ
ば
、

天･

地
を
折
り
返
し
た
状
態
で
記
入
し
て
い
る
の
で
一
・
二
面

と
三･

四
面
で
は
文
字
順
は
上
下｢

逆
さ
ま｣

で
あ
る
。

【
琴
７
―
１
―
12
】
の
場
合
は
左
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　

   <

右>
        

第
一
面    　
　
　

  
第
三
面 

    (

周
旋 

畠
田
分 )         (

辰
六
月
元)

<

天> ------------------------------------ <
地>

                       
        

第
二
面               

第
四
面 

       ( 

白   

紙 )           (

片
岡
陳
常)

                     <

左>

(

第
一
面)

              　
　
　

 

鴻
池
村　

 

周
旋 

畠
田
分

                            

寺
井
弥
右
衛
門

                            

外
ニ
十
四
名

 

一明
治
十
六
年
第
十
二
月
十
一
日
壱
ヶ
月

金
壱
千
九
百
円
也 　

 

利
弐
拾
円
四
拾
銭
定
メ

  

利 

弐
百
六
拾
五
円
廿
銭   

明
治
十
六
年

                                 

十
二
月
よ
り

                              

明
治
十
七
年

                                 

十
二
月
迠

                                     

〆
十
三
ヶ
月
分

  (

中
略)

  

十
九
年
一
月
十
一
日
書
換
成

               　
　
　
　

  

坂
田
四
郎
□
□

  　
　
　
　

               

外
ニ
拾
七
名
中

一明
治
十
九
年
一
月
十
一
日

金
弐
千
六
拾
円 

利
壱
ケ
月
ニ

　
　
　
　
　

      

金
弐
拾
円
六
拾
銭
定
メ

 

利
金
弐
百
四
拾
七
円
廿
銭

元
利
〆
弐
千
三
百
七
円
廿
銭

　

明
確
に
読
み
取
れ
る
の
は
貸
付
額
と
金
利(

月
利)

で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
二
つ
を
中

心
に
考
察
を
加
え
て
行

き
た
い
。　

〈
貸
付
額
と
金
利
の
分
布
〉

　

明
治
一
一
年
四
月
か

ら
一
九
年
一
月
ま
で
、

四
一
件
の
貸
付
が
確
認

さ
れ
る(

デ
ー
タ
は
本
稿

図 1　貸付額の分布

貸付データは付表 2 参照
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末
の
付
表
２)

。
貸
付
額
と
金
利
の
分
布
を
二
つ
の
グ
ラ
フ
（
図
１
・

２
）
に
示
し
て
み
た
。

　

ま
ず
図
１
に
お
い
て
、
貸
付
金
額
は
一
〇
〇
円
未
満
九
件
、
一

〇
〇
円
台
一
七
件
、

二
〇
〇
円
台
二
件
、

三
〇
〇
円
台
六
件
、

四
〇
〇
円
台
一
件
、

六
〇
〇
円
台
二
件
、

一
、
〇
〇
〇
円
超
が

四
件
で
あ
る
。
但

し
、
六
〇
〇
円
超
の

六
件
中
四
件
は
複
数

人
連
名
へ
の
貸
付

で
、
一
人
当
た
り
で

一
一
四･

四
～
六
三

三･

三
円
と
な
り
、

こ
れ
を
考
え
る
と
大

部
分
が
五
百
円
未
満

と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

次
に
、
貸
付
額
と
金
利(

月
利)

の
関
係
は
図
２
の
と
お
り
で

あ
る
。
利
率
は
〇･

八
～
一･

五
％
の
幅
に
あ
り
、
貸
付
額
五
〇

〇
円
未
満
で
は
一･

二
％
を
越
え
る
金
利
が
割
に
多
く
、
一
、
〇

〇
〇
円
超
で
は
一
％
程
度
の
水
準
に
収
ま
っ
て
い
る
。
多
額
の
案

件
ほ
ど
低
い
利
率
を
適
用
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

(

補
足)　

金
利
に
は
貸
付
期
間
、
貸
付
規
模
、
担
保
や
信
用
の
有

無
が
考
慮
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
返
済
時
期
が
書
か
れ
て
い
る
の

は
一
件
の
み
な
の
で
、
期
間
の
長
短
と
金
利
の
関
係
は
解
ら
な

い
。

　

こ
の
金
利
は
当
時
の
相
場
に
比
べ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
明
治

一
七
年
の
貸
出
金
利
に
つ
い
て
は
渋
谷
隆
一
氏
の
研
究
（
（1
（

が
知
ら
れ

て
い
る
。

　

渋
谷
氏
は
北
海
道
な
ど
を
除
き
三
六
府
県
の
平
均
貸
出
金
利
を

調
べ
て
お
ら
れ
、
表
３
は
原
表
を
抜
粋
し
、
兵
庫
県
欄
に
貸
付
覚

の
金
利
を
補
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
貸
付
覚
の
金
利
水
準
は
ど
ん

な
水
準
な
の
か
、
表
頭
の
貸
付
額
の｢

一
〇
〇
〇
円
に
対
し｣

を

一
、
〇
〇
〇
円
以
上
の
高
額
貸
付
へ
の
金
利
と
理
解
し
、｢

一
〇

〇
円
に
対
し
」
を
一
、
〇
〇
〇
円
未
満
へ
の
適
用
金
利
と
理
解
し

図 2　貸付額と金利 ( 月利 ) の散布図
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て
（  

）
中
の
貸
付
覚
の
金
利
と
比
較
し
て
考
察
し
て
み
る
。

(
補
足)

貸
付
覚
の
月
利
を
一
二
倍
し
て
年
利
に
換
算
。｢

一
〇
〇
〇
円
に
対
し｣

は
一
、〇
〇
〇

円
以
上
四
件
の
平
均
値(

月
利
一･

〇
四
％
、
年
利
一
二･

四
八)

を
、｢

一
〇
〇
円
に
対
し｣

は
一
、〇
〇
〇

円
未
満
三
六
件
の
平
均
値(

月
利
一･

一
八
％
、
年
利
一
四･

一
六
％)

を
採
用

し
た
。

　

表
３
の
と
お
り
貸
付
覚
の
利
率
は

一
、
〇
〇
〇
円
以
上
で
は
県
の
数
字

よ
り
二
割
高
く
、
一
、
〇
〇
〇
円
未

満
で
は
同
等
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

高
額
貸
付
の
金
利
が
県
よ
り
高
率
な

の
は
、
貸
付
覚
で
の
貸
付
件
数
が
四

件
と
僅
少
な
こ
と
に
起
因
し
て
い
る

よ
う
で
、
県
の
場
合
は
件
数
も
金
額

も
大
き
い
案
件
が
多
い
だ
ろ
う
か

ら
、
勢
い
平
均
の
金
利
は
低
く
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
２
で
も
貸
付
額
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
金
利
は
右
下

が
り
の
傾
向
が
見
て
取
れ

る
。
一
方
、
一
、
〇
〇
〇

円
未
満
で
県
と
近
似
し
て

い
る
の
は
、
多
分
、
サ
ン

プ
ル
数
が
三
六
と
多
く
、

そ
の
分
、
金
利
の
分
布
が

県
に
よ
り
近
似
し
て
き
て

い
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
市
中
銀
行
の
金

利
は
貸
付
覚
の
貸
付
内
容

に
も
影
響
し
て
い
た
こ
と

が
垣
間
見
え
る
。

　

担
保
の
有
無
で
月
利
に

違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
。

次
の
表
４
は
有
担
保
の
貸

付
を
取
り
だ
し
て
同
額
程

表 3　府県別銀行と質屋の貸出金利　( 明治 17 年､ 大阪府は 18 年 )

レベル 府県
銀行－兵庫県の ( ) 内は「貸付覚」 質屋
1000 円に対し 100 円に対し 10 円に対し 1 円に対し

最高 群馬県 年利 17.7% 年利 18.7% 年利 28.5% 年利 27.6%

低位
東京府 10.9 13.7 22.5 30
兵庫県 10.8(12.48) 14.3(14.16) 32.1 39.6
大阪府 10.3 13.6 27.3 33.6

最低 富山県 年利 9.0% 年利 11.0% 27.6 27.6

出典：｢明治 10 年代の低金利政策構想｣『駒沢大学経済学論集』１（１・２）、1969 年 10 月 

表４　月利と担保の有無
貸付額 件数

月利 有担保貸付
平均 最低～最高 ( 借り手､ 貸金額､ 担保､ 月利 )

～ 100 円 10 1.20%  0.93 ～ 1.50%  片岡 ( 貸金 70 円､ 公債 100 円､ 月利 0.8%)
 100 ～

17 1.21%
 0.90 ～  不明 ( 貸金 100 円､ 土地､ 月利 1.30%)

   200 円                 1.50%  角田 ( 貸金 170 円､ 公債 300 円､ 月利 1.50%､ 長野県士族 )

8 1.16%

 畠田 ( 貸金計 240 円､ 公債 300 円､ 月利 0.83%)
 200 ～  0.83 ～  片岡 ( 貸金 350 円､ 公債 500 円､ 月利 0.85%)

   400 円            1.30%  丸山 ( 貸金 378 円､ 公債 540 円､ 月利 0.88%)
 田中 ( 貸金 300 円､ 宅地ほか､ 月利 1.00%)

400 円以上 6 1.06%  0.95 ～ 1.25%  寺井 ( 貸金 1000 円､ 周旋人アリ､ 月利 1.07%)
総平均 41 1.16% ― ―
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度
の
貸
付
の
中
で
の
位
置
取
り
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

表
４
の
と
お
り
、
金
禄
公
債
や
土
地
を
担
保
と
し
た
も
の
が
七

件
、
内
五
件
の
月
利
は
同
程
度
の
貸
付
額
の
中
で
〇･

八
～
一･

〇
％
と
低
位
だ
っ
た
。
残
り
二
件
は
一･

三
％
、
一･

五
％
と
高

金
利
で
、
特
に
月
利
一･

五
％
の
貸
付
先
は
廣
田
村
に
寄
留
中
の

長
野
県
士
族
で
あ
り
、
こ
れ
は
地
縁
関
係
の
薄
い
こ
と
が
手
伝
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
金
利
の
決
定
に
は
親
疎
な
ど

の
要
因
が
働
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
担

保
は
低
い
月
利
の
適
用
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

以
上
、｢

貸
付
覚｣

を
見
て
き
た
。
渋
谷
氏
の
先
の
研
究
を
参

考
に
す
る
と
、
商
品
経
済
化
が
進
み
、
さ
ら
に
大
阪･
神
戸
と
い

う
開
港
地
に
も
隣
接
し
た
明
治
初
期
の
尼
崎
に
あ
っ
て
は
、
金
利

は
低
目
で
、
且
つ
銀
行
に
近
い
水
準
が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
成
果
だ
ろ
う
。
ま
た
、
担
保
の
有
無
も

勘
案
さ
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
金
禄
公
債
が
資
金
供
給
に

一
定
の
役
割
り
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
具
体
的
な｢

発
見｣

の

一
つ
で
あ
る
。
な
お
、
詳
し
く
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
借
り
手
は

現
尼
崎
市
域
と
西
宮
・
伊
丹
・
豊
中
市
域
居
住
者
が
多
く
、
資
金

供
給
は
地
縁
的
範
囲
に
止
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

尼
崎
町
に
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
二
〇
年

代
で
あ
る
（
（1
（

。
本
史
料
は
近
代
的
金
融
制
度
の
利
用
が
尼
崎
に
広
が

る
直
前
の
江
戸
時
代
的
な
資
金
供
給
の
姿
を
示
す
も
の
と
言
え
よ

う
。

お
わ
り
に
―
今
後
の
課
題

　

本
稿
は
下
張
り
文
書
に
よ
っ
て
小
作
経
営
、
貸
家
の
家
賃
水

準
、
金
融
の
三
側
面
か
ら
明
治
中
期
と
言
う
時
代
の
発
掘
を
試
み

て
き
た
。
な
か
で
も
金
利
は
同
時
期
の
大
阪
の
平
均
金
利
水
準
が

下
降
局
面
に
あ
る
（
（1
（

の
に
対
し
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は

高
金
利
の
少
額
貸
し
付
け
が
多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。｢

下
張
り
剥
が
し｣

作
業
は
な
お
未
了
の
襖
が
あ
り
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
れ
ば
明

治
期
尼
崎
の
い
ろ
ん
な
側
面
を
語
る
史
料
と
し
て
分
析
を
試
み
て

行
き
た
い
。
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〔
注
〕

（
１
）
秋
岡
家
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
史
料
館
所
蔵｢

秋
岡
つ
る
氏
旧

蔵
文
書｣

の
概
要
で
は
中
在
家
町
、
西
本
町
の
双
方
の
地
名
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
五
年
一
月
の
町
名
改
正
で
中
在
家

町
の
一
部
が
西
本
町
四
丁
目
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

（
２
）
昭
和
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
尼
崎
今
昔
物
語
』
中
の
「
四
〇 

梶
源
と
鉛
」
で
は
「
治
郎
作
さ
ん
は
己
（
已
）に
逝
い
て
、
政
さ
ん
に
於

て
も
最
早
半
白
に
な
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
琴

秋
閣
の
寄
贈
は
同
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
邸
宅
の
寄
贈
時
は
政
治

郎
が
初
老
に
差
し
か
か
っ
た
頃
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
３
）
年
次
が
判
る
も
の
は
少
な
く
、「
乾
物
□
魚
通
」
の
片
面
に
「
明

治
三
二
年
一
月
よ
り
仝
一
二
月
マ
デ
」
と
あ
る
の
が
最
も
現
代
に

近
い
年
次
で
あ
る
。

（
４
）
以
下｢

史
料
番
号｣

の
文
言
は
省
略
。
史
料
の
原
形
は
横
帳
。

半
紙
を
横
長
に
二
つ
折
り
し
、
短
辺
で
綴
じ
た
も
の
。

（
５
）
反
当
り
の
宛
米
高
は
「
附
帳
」
中
耕
作
面
積
と
宛
米
が
判
る
小

作
地
二
九
件
の
平
均
値(

付
表
１
参
照)

。

（
６
）
笹
部
は
四
二
石
と
い
う
一
人
に
は
多
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
石
高

を
納
め
て
い
る
こ
と
か
ら
小
作
の
統
括
を
請
負
う｢

名
代
人｣

と

も
考
え
ら
れ
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
７
）
沢
田
正
雄
氏
文
書
、『
尼
崎
市
史
』
第
七
巻
一
五
四
頁
。

（
8
）
西
沢
忠
城
氏
文
書
「
明
治
一
九
・
二
〇
年
農
家
経
営
概
要
」、『
尼

崎
市
史
』
第
七
巻
三
九
一
頁
。

（
９
）
中
村
光
夫｢

幕
末
期
城
下
町
の
借
家
暮
ら
し
―
築
地
町
新
田
屋

庄
兵
衛
家
の
『
家
賃
入
日
記
』｣

（
本
誌
第
一
一
六
号
、
二
〇
一
七

年
一
月
）。

（
10
）
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
・
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
共
同

運
営
「
近
世
経
済
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」。

（
11
）
渋
谷
隆
一｢

明
治
一
〇
年
代
の
低
金
利
政
策
構
想｣

（『
駒
沢
大

学
経
済
学
論
集
』
１
（
１
・
２
）、
一
九
六
九
年
一
〇
月
）。 

（
12
）
明
治
二
二
年(

一
八
八
九)

に
尼
崎
銀
行
、
二
六
年
に
は
尼
崎

融
通
（
の
ち
の
尼
崎
共
立
銀
行
）
が
設
立
さ
れ
る
。
三
四
年
に
は

加
島
銀
行
が
出
張
店
を
開
設
す
る
。

(

13
）「
日
本
銀
行
の
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
金
融
市
場
の
統
合
」（『
金

融
研
究
』
第
26
巻
1
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
日
本
銀
行
金
融
研

究
所
）。

         (

以 

上)

〈
謝
辞
〉

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
の
辻
川
館

長
、
並
び
に
中
村
光
夫
氏
に
懇
篤
な
校
閲
を
頂
い
た
。
特
に
記
し
て

お
礼
に
代
え
さ
せ
て
頂
く
。
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史料
番号

居住村・小作地（東富松村）
地番 ･ 小作人名

耕　地
( 反 )

小作米高 
( 石 )

小作料 / 反 
（石）

1 10 下食満村 宇保重三郎 16.02 18.969 1.18
2 14 瀬口彦四郎 4.85 6.79 1.4
3 14 吉川□蔵 1.9 2.688 1.4
4 14 富松村 松井礎太郎 27.03 41.897 1.55
5 14 笹部得蔵 2.25 3.375 1.5
6 17 286 番字上ﾉﾌｹ 阪本竹蔵 1.69 2.704 1.6
7 17 188 番字押ﾋﾂ  坂本竹蔵 0.96 1.488 1.55
8 17 183 番字押ﾋﾂ  木村常治郎 1.13 1.695 1.5
9 17 182 番字押ﾋﾂ  木村常治郎 0.47 0.75 1.6

10 17 180 番字押ﾋﾂ  浅井松之助 2.72 4.352 1.6
11 17 270 番字仝所  浅井松之助 0.69 1.104 1.6
12 17 150 番字座ﾄｶﾞﾂｶ　阪本三右衛門 0.47 0.752 1.6
13 18 吉川熊蔵 7.48 11.370 1.52
14 18 池田徳助､ 赤松作兵衛 3.98 5.372 1.35
15 18 中野貞蔵 2.5 3.825 1.53
16 19 廣田米蔵 2.39 3.346 1.4
17 19 寺田市松 19.32 26.747 1.38
18 19 川上佐助､ 吉田寅吉 14.43 19.472 1.35
19 22 冨松村 瀬口重平 6.02 8.91 1.48
20 22 福山芳松 6.94 9.716 1.4
21 22 124 番字堀之土井  阪本與兵衛 1.32 2.112 1.6
22 22 186 番字押ﾋﾂ  芦田龍助 0.88 1.32 1.5
23 23 橋本辰蔵 5.14 7.196 1.4
24 23 橋本松蔵 5.42 7.245 1.34
25 23 赤松弥助､ 市川角蔵 1.7 2.287 1.35
26 24 岡村喜治郎､ 吉田辰蔵､ 千原市治郎 2.74 3.746 1.37
27 24 今西豊吉 1.19 1.666 1.4
28 24 佐藤□吉 4.06 5.28 1.3
29 24 衣笠常次郎 23.67 32.125 1.36

＊合計 169.36 238.298 1.41

　　　　　　　　　　付表 1　 反当り小作料試算 

注１） ｢小作取立名前附帳｣ 史料のうち､ 耕地面積と小作米高が判読可能なものによる
注２）　史料番号は【琴 3―3 ウラ】のうち 10 ～ 24 番を示す

職　　業 給与水準（月） 備　　考
小学校教員初任給 （明治 19 年）    ５円  基本給、東京都の例

巡査初任給 （明治 24 年）    ８円  基本給、東京都の例
公務員初任給 （明治 27 年）５０円  高等文官試験合格者
銀行初任給 （明治 31 年）３５円  大卒、旧第一銀行の例

旧制中学授業料 （明治 11 年）     ９円  東京府立第一中学校 （日比谷高校の前身）の例

　　　　　　　  付表 3　 『値段の風俗史』に見る諸給与 

出典：朝日文庫『値段の風俗史』（昭和 62 年、朝日新聞社）
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　　　　　　　　　　付表２  ｢貸付覚｣ 記事一覧 
史料
番号

貸付
年月 貸付額 月利足 貸付先 担保 ･ 保証人

3 11.04 130 円  1 円 30 銭 1.00  額田村 荒木
9 11.06 86 円  1 円  7 銭 5 厘 1.25  大西村 浅尾
20 11.12 120 円  1 円 0.83  畠田  公債 300 円
12 12.01 70 円     　63 銭 0.90  片岡陳常  公債 100 円
20 12.02 30 円 　　 25 銭 0.83  畠田  
20 12.06 60 円        50 銭 0.83  畠田
20 12.08 30 円        25 銭 0.83  畠田
23 12.09 50 円        75 銭 1.50  築地町 里見
12 12.12 350 円  2 円 97 銭 5 厘 0.85  片岡陳常  公債 500 円
9 13.01 650 円  6 円 17 銭 0.95  下坂部村橋本ほか 3 名
11 13.01 378 円  3 円 21 銭 5 厘 0.85  丸山  金禄公債 540 円
24 13.03 300 円  3 円 1.00  道意 田中  宅地建屋 100 円､

 田畑 200 円
26 13.04 144 円  1 円 29 銭 6 厘 0.90  不　明
28 13.04 173 円  1 円 55 銭 7 厘 0.90  □□村 阪本
9 13.05 112 円  1 円 12 銭 1.00  大西村 浅尾
15 13.11 170 円  2 円 55 銭 1.50  廣田村寄留長野県士族 角田  公債 325 円・

 請人片岡陳貴
20 13.12 60 円        78 銭 1.30  不　明
26 14.02 144 円  1 円 80 銭 1.25  不　明
28 14.04 173 円  2 円 16 銭 3 厘 1.25  不　明

22-02 14.10 1000 円 11円 1.10  不　明
17 15.06 650 円  8 円 12 銭 5 厘 1.25  若王寺村 千原
13 15.06 100 円  1 円 30 銭 1.30  西大嶋村 森本
14 15.08 180 円  2 円 25 銭 1.25  穴太村 篠部
18 15.08 350 円  4 円 20 銭 1.20  豊嶋郡穂積村 地口
24 15.11 300 円  3 円 90 銭 1.30  不　明
18 16.03 400 円  5 円 20 銭 1.30  豊嶋郡神田村 上嶋 ･ 野沢
18 16.03 150 円  1 円 95 銭 1.30  豊嶋郡穂積村 地口
15 16.07 120 円  1 円 56 銭 1.30  中食満村 薮田
16 16.07 200 円  2 円 60 銭 1.30  中食満村 梅田
21 16.12 1900 円 19円 1.00  青木村　寺田ほか 2 名
12 16.12 1900 円 20円40 銭 約 1.07  鴻池村 寺井ほか 14 名  周旋 畠田
20 16.12 220 円  2 円 86 銭 1.30  若王寺村 寺本 ･ 津田
21 16.12 100 円  1 円 30 銭 1.30  若王寺村 今西
6 18.02 100 円  1 円 30 銭 1.30  冨松村 笹部
28 18.03 40 円        52 銭 1.30  不　明
6 18.03 100 円  1 円 30 銭 1.30  不　明
10 18.05 138 円  1 円 65 銭 6 厘 1.20  武庫郡越木岩村 矢田
26 18.06 360 円  4 円 68 銭 1.30  西嶋 原田ほか 3 名
28 18.06 80 円  1 円   4 銭 1.30  南野村 笹山ほか 2 名
29 18.06 125 円  1 円 62 銭 5 厘 1.30  竹谷新田村 亀山
12 19.01 2060 円 20円60 銭 1.00  坂田ほか 17 名

(％ )

注　表中の「史料番号」は史料番号「琴 7-1」の枝番号 3 ～ 29 を表示


